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。
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戸
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。
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、
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。
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I>Ali霊 童宝寺鮮手1ヨ148(土、午
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砂B斑密 ぞ059a'2 l'ヨ106C議、午
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で、栃木寮霊童図I11湿綬スキ…議議

惨募集人員各班とも40そろ

1>申し込ih 往i緩ハガキC務総す

る班、住所、氏名、年齢(小学生

1，主学年〉、電話番号を明記し山
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砂締め切り 尼犯58a'12月266自治
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t-滋著書日 臨苦手D59まドヨぞう6C伶〉

炉問い合わ主主

t有事専門校〈久等主主総4-1)
世&1-5411

E襲警署員立運安芸むのみd:)1つー絞殺ミ詩人

寺しのYうまえiこぶり絡まみいま司。

砂季語体 語調1むおヰプEJ12~菩6

コ士総300おおIIT
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砂入ヰむ傑従軍注 入オむ幾緩め恨め
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F雪の糧談員1J親窃仁総コて総長識に

応じますのでご事j悶ください。

惨栂談日臼匡室祝問者除<1'諒8

午直ijg時30分から午後4S寄30分控

で、士鍵日i品正午まで

沙問い合わせ と野際言語lj:!俊民量級
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i孟重義轟主主も手製蚤嬰ii 業 銀の i

喜美男iこ居住する言室内)15雲監苦言(p:j

E議など〉で銭入寂緩滋露支繁華童書展望3

スカ…ト宗主主はパンツのさまとめの

重義務!こ従事するらむの言霊堂主工芸義ズプ

設立IEされぎしだ。

惨事華~\会わせ 二子葉労感主主議長吾草裏

金察官邸71-54-52竹まだ!三労鐙基

当事務室主塞

(工業統計調輩記協力を|
工業統計調資Ia:、おの指定統計

議選筆〈第'10号〉で製造業者ま対象と

して箇王手12月31臼現在できE悔して

い訟な。製造業の事業所主主、従事最

寄談、書裂選Iiil出荷額、繋材料E差問主義

務ど殺害事盗して、工業の実態を駁

こで7る乙ごとこをElfl¥:としてい設

苓。ぎr壬手t二一低年i手、 持主主業種宅三

告書いてヰ人以上の事業黙を対象と

しさ匠I.A'f.1J、今年はすべての挙事警

街ぷ貴志望長と絞っきます。なお、従業

空襲言語犯人以上立事業主持iこは工業絞

ぷ総量警の綾な召還3苓主主主雪善重盗事完きf

察署主義ちお痛い守ること!ごなってい

きま令。雪量得下室~1.Jら議議員ガ主主事

懇話再?でお伺いし泰寺めでご協力を

あ奪噴いし京す岱

鈴問い合わせ 金量詩書室

~号火

*型竺

間三~~吋4)

国鱗謹の語千葉地方騨踊j
行政についての紛争を解決する

さ手段のすっとして、行政訴益ガあ

りぷザ。その代表的怠ものは、簡

潔つな行政処分授受Ij主主場合に、

その処分の烈絡し密主究めて起こさ

机あ節約議長公

費支泌総量誌については、訴訟を起

こ司ことが'C諮る潟織の得点空忽ど

3者絵J0J:をあt!おりをま守ひさまだ、 1毒

殺事llmlこ行

革衷慾づラ幸え{すの鯵i仁愛ミ長さかるを李登

しばらくL主義謡、つ!f7幾

分ズプ主主主?っZさ主主総ごしておらう怒j

。惨骨
量設とド5乾電学際大学入量護務f筆記会僚から

盗殺の投与ち!こ中日間宅予告発大学チャ

リチィパザ の収若草食1iラ邸66

PlGり簿げがあり"L.応。
級事沢担。絞1禁 (8ω〉から老人福

祉iョンターヘマッサ…織の轡槍

1Jil5りし主主。

滋機関空主主喜屋遺書室得議長話会談よるつ3肖

査委設ラ75tιむな祭殿{隊隊害警護?蚤4止

のだめ!こと襲警i吉丈ちりを堂レ史。

主護軍莞主悪さfCT5民総務コヰーブンハウス

の重量僚がそう襲警襲撃を態語襲被0Aさめによ

襲挙後緩や霊安しだ。

主義務ら懇話ち子幾重量軽量からバザ淀

益金o…きヌ努事禁致の;::

占ちととニ襲警iざがありさましJ句。

言霊司:Jf完の天王く震還をち〉から主義絞めだ

めなと T お7300河襲安iせがあり)~匠

主君コEーアJむ紛機関僚の余儀;ひら1歯
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